
　　　　　息子が小さい頃、良く絵本の読み
聞かせをしていた。本屋さんに行っても図書館
に行ってもあまりに多くの本が並んでいて、あ
れもこれも欲張って読んで、私自身も楽しんで
いたものである。やがて絵本が大好きという人

たちの集まりに入れてもらい、子どもを通じて数
多くのサークルに参加して大勢の人と出会うこ
とができた。新しい年はどんな人と出会えるのだ
ろうか、楽しみだし大切にしたいと思っている。

（深川）
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オルタナティブで、ノーマラ
イゼーションを強め、生活
者・市民の手で「参加型福
祉」のある地域社会を推進
していくという造語。Al ternat ive       Norma l i zat i on

「オルノーマ」

生活クラブ運動グループ 福祉情報誌

「福祉相談Joネット」へ
福祉情報ネットワークセンター

横浜北生活クラブ生活協同組合
横浜みなみ生活クラブ生活協同組合
かわさき生活クラブ生活協同組合
湘南生活クラブ生活協同組合
さがみ生活クラブ生活協同組合

神奈川ネットワ－ク運動
ネットワ－ク横浜

生活クラブ運動グループ福祉事業連合の会員団体
会員団体（11団体） 準会員団体（2団体）
生活クラブ生活協同組合神奈川
福祉クラブ生活協同組合
神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会
社会福祉法人 いきいき福祉会
社会福祉法人 藤雪会
特定非営利活動法人 MOMO

福祉に関する疑問・悩みなどを
気軽に相談できる相談窓口

フリーダイヤル 0120-472-379（相談無料）
　　　　　　　（神奈川県限定）

第８回「参加型福祉ケアマネジメント研究大会」開催案内
　生活クラブ運動グループがすすめる「参加型福祉ケアマネジメント」は、
地域のニーズを掘り起し、個別・多様な自在性をもたせ、「生活をトータルに
支える」ことをめざしています。
　この30年近く自主的･主体的なたすけあいの関係を地域に広げること
を目的としてきた「参加型福祉」が、これからいかに生活を継続するための
選択肢をどれだけ多様に用意できるか、断片化して提供されるサービスを
つなぐしくみをつくることができるか、身近な自治体へ具体的な提案を示
すことができるのか、これからが「正念場」といえます。第8回「参加型福祉
ケアマネジメント研究大会」では、基調講演、参加型福祉研究会からの問題
提起を踏まえて、パネルディスカッションでの事例報告や意見交換を行い、
「参加型福祉が地域を丸ごと元気にする」ことをめざします。

2010年度第2回評議員会および
ローカルユニット活動共有フォーラムを開催！
　2010年11月16日（火）、新横浜スペース
オルタにて評議員67名の参加により2010年
度第2回評議員会が行われました。五十嵐仁美
代表より「これからの社会を変えていくには今
が非営利・協同セクターの正念場。私たちがやっ
ていることをもっと外に向けてアピールしてい
きたい。一緒につくっていきましょう」と挨拶が
あり、議事審議では上期事業活動報告・監査報
告と下期事業活動の重点が承認されました。
　評議員会終了後に「おもしろいぞ！ ローカル
ユニット！！ ～地域福祉市民計画を考える～」と
題してローカルユニット活動共有フォーラムを
行いました。
　五十嵐代表からローカルユニットが生まれた
経過とその目的・趣旨について説明があり、そ
の後3つのユニットからの報告がありました。逗

子・葉山からは、
地域福祉市民計
画をつくるための
市民ニーズ調査
や高齢者サロン
などの計画実行の様子、大和からは大和市初の
NPO法人運営の認可保育園を落札するに至る
ユニットの活動や地域とのつながり、伊勢原か
らは、ユニットの市民政策提案活動の中で、たと
え小さな成果でも価値ある一歩として評価する
姿勢を共有することができました。
　これらの報告を受け、最後に五十嵐代表から、
「地域福祉市民計画」策定について共通認識を
もち、計画づくりをすすめていこうという呼びか
けを行いました。

(中出美和子)

問合せ・参加申込先：生活クラブ運動グループ福祉事業連合事務局　TEL045-472-3795　FAX045-472-3796　　Eメール：comi-op@jigyorengo.org
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超少子高齢化時代の「住まい」を考える

住み慣れた家を離れても
自分らしく心豊かに
暮らし続ける

子育てや仕事が一段落したら、パートナーに先立たれたら、ひとりでは不安という時あなたはどこでどう暮らしたいですか？
生活様式が多様化・個別化しましたが、「よりよく生きる」ための選択肢は増えてきたのでしょうか？
今回紹介する「住まい」の形は、「自分が選びたい生き方・住まい方」を一人ひとりが発信し、
たくさんの人とつながって大きな輪にしてつくってきた、いわば市民の知恵と行動力をもとにつくった「住まい」です。
自らの選択肢が活きる一味もふた味も違った「生き方」ができるかも知れません。

COCO湘南台 NPO法人COCO湘南
〒252-0804藤沢市湘南台7-32-2

TEL0466-46-4976　FAX0466-42-5767

「自立と共生」の
グループリビング
　高齢社会まっただ中、依存型
でない「自立と共生」をいかに
準備するか、それを形にする住
まいを実現するために「バリアフリー高齢者住宅
研究会」が1996年に発足。研究会の中心メン
バーでCOCO湘南台に住む西條節子さん（82
歳）は「当初、金なく、土地なく、あったのは知恵
だけ」とふり返りました。利用しようとする人、建
築家、福祉や医療関係者、地域の人、興味のあ
る人、年代もいろいろな研究会メンバー 16名に
よる3年におよぶ研究会の議論や調査などから
グループリビングCOCO湘南台が生まれ、10人
の生活が1999年4月にスタートしました。
　COCO湘南台は小田急線湘南台の駅から徒歩
10分位の静かな住宅街の一角にあり、敷地面積

約300坪の中に2階建ての住居と広い庭、10
種類以上が育つ野菜畑もあります。その一角に
は野鳥のための手づくりの巣箱が置かれていま
した。

「第３の人生」を
尊厳をもって
「生きる」場として
　現在生活しているのは67
歳から86歳までの女性10名
です。1階、2階にトイレ、洗
面、ミニキッチンが設置された
ゆとりのある個室が全10室、

自分の時間を大切にする場です。2階には食堂と
ピアノのあるリビングがあり、木の温もり伝わっ
てくる天井の高い山小屋風の「ほっ」とする広い
空間です。COCO湘南台には規則はないのです
が、1日1回みんなが顔を合わせる夕食の「楽し
い時間」をとても大切にしています。また年2回
サロンコンサートを開催し、地域の人たちが毎回
70人くらい参加されるとのこと。月1回のミー

ティングでは
互いの困った
ことなどを出
し合うなど、運
営も参加型で
すすめられて
います。
　また、生活の手助けをしてくれるライフサポー
ターやボランティア、保健・医療・福祉機関との
ネットワークなど地域と社会にある資源との連携
を大切にしています。
　西條節子さんは、「ここは『終の住処』ではな
く、『第三の人生』を尊厳をもって生きる場。こう
いう住まいを増やすことこそが介護保険を節約
することにつながっていく」とグループリビングを
全国に増やすために全国セミナーも開催してい
ます。この住まいを設計した建築家でNPO法人
COCO湘南理事長の最上眞理子さんは、「建物
ありきではない、『こういう生活がしたい』という
息吹を地域に巻き起こすことが一番重要」と強調
しました。                                    （松本敏子）

入居分担金370万円（10年償却）
生活費月額13.7万円（家賃、昼・夕食費、共益費、家事契約費）

西條さんと最上さん

COCO湘南が運営する居場所
相談室みちしるべ

COCO湘南　前景

「参加型福祉が地域を丸ごと元気にする」
～ネットワーク型市民福祉モデルへのチャレンジ～
２０１1年２月１９日（土）１３：００～１７：００
ワークピア横浜　〒231-0023横浜市中区山下町24-1

＜第１部＞13：05～14：15

【基調講演】「地域を丸ごとケアするこぶし園のとりくみ」
小山　剛さん（高齢者総合ケアセンターこぶし園総合施設長・新潟県長岡市）
　多機能なサービス拠点を地域に分散させ、バリアフリー住宅も整備、遠くの
特別養護老人ホームの入居者を地域に呼び戻し始めている。地域包括ケアシ
ステムのイメージにもっとも近い取り組みとも言われている。

＜第２部＞14：25～17：00

【問題提起】参加型福祉研究会報告
　　　  ～ネットワーク型市民福祉モデルへのチャレンジ～
島田純子さん（福祉事業連合副代表・神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会理事長）

【パネルディスカッション】ネットワーク型市民福祉モデルづくりへ向けて
１．家事介護ワーカーズ・コレクティブから高齢者住宅、子育て支援拠点、多世代の居場所まで
　秋保清美さん（NPO法人ワーカーズ・コレクティブたすけあいぐっぴい）
２．市民とともに地域の課題解決にとりくみます！ 西東京市地域福祉コーディネーター
　丸木　敦さん（社会福祉法人西東京市社会福祉協議会地域福祉課課長）　
３．子ども・子育て支援の新たな段階へ～小さな保育園から多様な子育て支援へ～
　山田範子さん（NPO法人ワーカーズ・コレクティブパレット・横浜市）
４．街の中のみんなの拠点～それは“地域をつくる”みんなの思いからはじまった～
　毛塚香恵子さん（NPO法人ほっとコミュニティえどがわ）

コーディネーター：阿部充宏さん
（福祉事業連合副代表・（社福）いきいき福祉会ラポール藤沢施設長・
神奈川県介護支援専門員協会理事長）

コメンテーター：高室成幸さん
（ケアタウン総合研究所所長）

参加費　1,000円（資料代）

アルフォンス・デーケンさん（上智大学名誉教授）の
講演会を開催しました。
たすけあい講演会

「よく生き、よく笑い、よき死と出会う」
自分らしく「死」と出会うために、
どう「生きる」べきか…

ができました。
2010年10月発行
本編Ａ4版109ページ、ダイジェスト版Ａ４版12ページ
問合せ・申込みは福祉事業連合事務局へ
045－472-3795

参加型福祉研究会報告書
～ (仮称)ネットワーク型市民福祉モデル構想の提案～

「参加型福祉」をもう一歩すすめよう！

10月19日、スペースオルタに約
100人の方が集まりました。「死」
について考えることで、生きている
時間の尊さを意識し、「今という時
間を大切に精一杯生きること」を
考えるようになる・・・「死」という
重いテーマにも関わらず、デーケ
ンさんの示唆に富み、ユーモアあ
ふれる話に熱心に耳を傾けました。

第8回「参加型福祉ケアマネジメント研究大会」
実行委員長：五十嵐仁美（福祉事業連合代表）



成熟した地域社会づくり
をめざして
　NPO法人バリアフリー・アートの会わー
くぽけっとは、「障がいがある人もない人も
あたりまえに生きていける成熟した地域を
創りたい」という目的のもとに1999年に
設立しました。その目的実現の手段を芸術
の共同創造に求め、さまざまな活動を展開
しています。「自己表現力」と「仲間力」を育
てるミュージカル、小中学生が自立をめざし
補修学習、体験学習をする学習サークルな
ど。また、所沢市の補助金事業地域活動支
援センターでは、社会で生きていくために
必要な力を伸ばすための表現活動や創作活
動、グループ討議、体験学習などを行ってい
ます。今回は、子どもたちが障がいを理解す

る手助けをするため、障がいがあ
る人形とない人形たちが活躍する
人形劇を実施している「わーくぽ
けっと」の活動の一つ「あいあい
企画」を訪ねました。

人形と子どもたちとの
対話から
　「あいあい企画」は2002年から「人形
劇」に取り組んでいます。当時、日本に参
考になるものがなく、アメリカから資料を
取り寄せ、参考にしながら試作試演を繰り
返して人形劇プログラムをつくりました。
人形劇を行うメンバーは40歳代からの女
性10人。これまで学校や保育園、幼稚園
などへ公演を働きかけ実施してきました。
責任者の長田政江さんは、「最近総合学習
の時間が少なくなったが、最初のころから
定期的に公演を依頼してくれている学校も
ある」と話していました。
　取材に伺った11月下旬のその日、「あ
いあい企画」メンバー 8人が新所沢コミュ
ニティセンター別館で12月に行う市内の
中学校での公演の練習をしていました。障
がいのある子どもたちとその友達が「赤ず

きん」の劇中劇
を行います。第2部では、観客の子どもた
ちと人形たちの対話を行い、人形たちは
「ふだんどんなところに不自由を感じたり、
悲しい思いをしているか」を語ります。

「やりたい」と思う人がいたから…
「わーくぽけっと」がさまざまな活動を次か
ら次にどうやって広げてきたのかを事務局
の加藤木さんに尋ねたところ、「やりたいと
言う人がいて、それを応援しようとする人
がいたからできたのよ。やりながら修正し
ていきます」とあたりまえのように語りまし
た。「わーくぽけっと」のみなさんの熱意と、
人から人へつながっていく強さとしなやか
さに、もしかしたら…私たちが忘れかけて

いるかもしれない「参加型福祉」の原点を
みた思いがしました。

（事務局／菅原）

超少子高齢化時代の「住まい」を考える

住み慣れた家を離れても自分らしく心豊かに暮らし続ける

「ほっと館」 NPO法人ほっとコミュニティえどがわ
〒132-0021東京都江戸川区中央2-4-18

TEL03-3652-7212　FAX03-3652-7215

ほどよい人間関係が存在する家
　新小岩駅から都バスで5分程の江戸川区役所
前下車。区役所の脇の小道沿いにひときわ目を引
くガーデン付きの3階建てのマンション。ここが高
齢者の新しい住まい「ほっと館」です。１階には小
児科医院とご近所の方も利用するレストラン「ほ
っとマンマ」が併設され、2階と3階が5部屋ず
つの住居スペースになっています。各自の部屋に
はトイレと流し、クローゼットが設置され、各階の
中央に共用のキッチン、洗濯機、お風呂、リビング
があります。建物の構造には随所に工夫が凝らさ
れ、補助具や手すりの配備はもちろんのこと、車
椅子の為の充分な空間が用意されています。
　入居要件に制限はなく、「ほっと館」で暮らして
みたい方ならどなたでも入居できます。生活スタ
イルも自由で“自分の今までの暮らし”そのまま

を持ち込み、起きたい
時に起き、寝たい時に
寝るという、まさに自分
の住まいがここにありま
す。それでいてスタッフ
や隣人がいて常に人の
気配を感じるほどよい
人間関係が存在する家。
誰かの手を借りたい時

は介護福祉士などの資格をもった感性豊かな生
活コーディネーターが対応にあたり、夜間は各フ
ロアに1人ずつ若い人が住み、深夜でも身近な
サポートが受けられる体制が整えられています。
また、介護保険の居宅サービスも自宅にいると
きと同じように利用できます。

熱意と行動力から生まれた
心地よい居場所
　現在は62歳～93歳、自立の方から要介護4

までの方が入居されて
います。3階にお住ま
いの活動的な上野さ
ん。今日は、スーパー
の安売りの日というこ
とで沢山の食材を共有

の冷蔵庫に配置を考えながら手際よくしまい込
んでいました。自炊がほとんどですが、作りたく
ない時は1階のレストランに行き、時にはゴルフ
仲間との外食を楽しんだりするそうです。日当た
りの良い個室には8畳のフローリングにベッドと

4人掛けテーブ
ル、大きなＴＶが
置かれ、広いベラ
ンダには手入れ
の行き届いた鉢
植えが並べてあり
ました。“孤独な最期の心配がないこと”“人のぬ
くもりが感じられること”“心のこもったスタッフ
の対応が良かったこと”が入居を決意された理由
だと笑顔で話して下さいました。しっかりと自分
の家にして、地域と関わり合い、活き活きと暮ら
されているのですね。
　2004年12月にオープンした「ほっと館」は、
その建設費の30％以上を、100人もの市民が
出し合ってできました。NPO法人ほっとコミュニ
ティえどがわ事務局長で、生活クラブ組合員の毛
塚さんをはじめ、ワーカーズ・コレクティブや、法
律、建築、行政、各分野に精通する地域の方々の
熱意と行動力から生まれ、入居者が築き上げて
いる心地よい居場所になっています。

（鶴巻由美子）

入居一時金480万円（10年償却）、家賃（1室）6.8万円～7.1万円管理費4万円
※夫婦等で2室契約の場合、家賃10.5万円、管理費6万円

「上野さん（左）と」

ほっと館外観

サービスハウス「ポポロ中山」 〒226-0011横浜市緑区中山町1024-1
TEL045-937-0117　FAX045-937-0925

「安心」と「自分らしさ」を
満喫する住まい
　特定非営利活動法人ＭＯＭＯが運営するサー
ビスハウス「ポポロ中山」はＪＲ横浜線中山駅か
ら徒歩7～8分の静かな住宅街にあります。企業
の社員寮だったところを改装して2003年8月
にオープンしました。
　「ポポロ中山」は、年齢や障がいの有無にかか
わりなく入居できるケア付き共同住宅のほかに、
介護保険事業である17人規模のデイサービス、
ヘルパーステーションを併設し、ケアマネジャー
による居宅介護支援も行っています。スタッフは
50名、そのうち常勤が7名です。
　ケアつき共同住宅は全室個室で、現在70歳代
2名、80歳代16名、90歳代9名の27名（男
6名　女21名）の方が暮らしています。「ポポロ

中山」は、住んでいる方それぞれの個性を尊重し、
「自分らしく、やりたいことをやる」ことをできる限
りサポートするというのがモットーということです。
入居されている方は買い物や親戚宅を訪れるなど
自由に外出していますし、介護の必要な方は、併
設のデイサービスに限らずどこのデイサービスで
も自由に選ぶことができるのが特徴です。福祉サ
ービス利用のためのさまざまな契約は本人（また
は家族）の意志に基づいて行い、訪問看護や医
療機関とも連携しているので必要に応じて利用す
ることができます。スタッフは入居者の相談に乗
り、家族や関係機関との連絡や調整をしてきめ細
かくサポートします。たとえ、要介護状態がすす
んでも最後まで自室でケアが受けられます。
　「ポポロ中山」施設長の今村信子さんは「人の
『命』に関わるのは重いことです。24時間365
日のサービスでは、特に夜勤はかなり大変ですが
入居者との信頼関係ができることによって他には
代えがたいものを得ることができます。『見守ら
れている安心感』が生まれることで穏やかに暮ら
すことができるのです」と話してくださいました。

取材に伺ったの
は日曜日の午後。
ちょうどお茶の時
間になっていまし
た。お化粧をした
り身支度をとと
のえて食堂に集まり、お仲間でおしゃべりしなが
らゆったりとお茶を楽しんでいらっしゃいました。

楽しく生きる
　7年前から「ポポロ中山」で暮らす小野さんの
入居のきっかけは在宅生活が困難になられたこと
でした。「良いところを自分で探しました。ここは
自由度が高いので入居することに決めました。暮
らしてみて食事
がおいしく、飲
み友達もでき、
全てがよかった
です」と話して
くださいました。
（中出美和子）

入居金330万円（入居時30％、残り7年均等償却）　家賃3.9万円　食費5.6万円
管理費7～9万円（共益費、水光熱費、人件費、保守修繕費、減価償却費など）

ポポロ外観

み ん な で 子 育 て

市民パートナー　ぐるーぷ「サラダ」代表　林　正枝
（社福）いきいき福祉会では、ボランティアを

市民パートナーと呼んでいます。
　連絡先  ラポール三ツ沢  045-337-3366

ラポール三ツ沢がいつも
人と人のつながる場であるように

　（社福）いきいき福祉会の特別養護老
人ホーム「ラポール三ツ沢」が開設する
以前のワーカーズ・コレクティブづくりの
時から、私は※横浜西部ユニットのメン
バーとして説明会やチラシまきに参加し
ました。オープン後は、生活クラブ運動グ
ループ福祉事業連合の「ラポール三ツ沢
アクションチーム」に参加し、約1年間の
活動の中でラポール三ツ沢への組合員や
地域の人々の参加を広げるべく講座やイ
ベントなどを企画し開催してきました。
　私自身、一連の活動が終了した時点
で、ラポール三ツ沢にまだまだボラン
ティアの参加が少なく、これからもっと
組合員や地元の人がラポールに関わっ
て、一緒にラポールを育てて行かなくて
はと感じていました。今年3月に知り合

いの生活クラブ組合員に呼び
かけ、そこから組合員つなが
りでメンバーを増やし、約10人のぐるー
ぷ「サラダ」誕生となりました。
　今年6月、横浜みなみ生活クラブ生協
がラポール三ツ沢で毎日使用するタオル
の寄付を組合員に呼びかけ、たくさん集
まりました。ぐるーぷ「サラダ」でそれを
使いやすい大きさに裁断し、縁のミシン
かけをし、清拭タオル（入居者さんの下
の清拭に使用）に変身させています。
　また、季節ごとに入居者さんやご家族
に参加してもらう「ティーサロン」を開
催しています。今年は4月、7月、12月
に行い、メンバー手作りのゼリーやお汁
粉、水羊羹、ショートケーキなどで入居
者の方々にちょっとだけ季節感を味わっ
て頂けたと思います。それぞれのメン
バーの得意分野を発揮しながら、盛り付
けやテーブルセッテイングもプロ級（！？）
で、皆さんからお褒めを頂いています。
　これからどんな活動をしていくのかも
みんなで考えるので未知数ですが、「サ
ラダ」のモットーは「無理をしない」「自

分たちも楽しむ」事です。入居者さんや
ご家族、職員の方々に愛されるぐるーぷ
「サラダ」をめざしながら、ラポール三ツ
沢が、いつも人が集い、人と人がつなが
る場であるよう、ご近所に住む一人とし
て長く関わっていけたらと思います。
　いっしょに参加しませんか？

●私は「赤ずきん」をやってもらって少しびっくりしました。でも足の不自由なあゆみちゃん（赤ずきん）が一生懸命劇をやっていると思うと｢すごいなあ｣って思いました。（3年生）

●障がいを持っている人と持っていない人では少し考え方が違うなと思いました。自分が車いすにのっていても｢これが自分にとって普通なんだ｣と考えられるなんてとてもよい考え方だと思って印象的でした。（5年生）

●ぼくは3年生まで知的障がいの人と通学していました。たまにランドセルで頭をなぐられたり、けられたりしたことがあって、知的障がい者はみんな悪いことをして人をいじめる人だと思っていました。人形劇や話ですべての人がそうじゃないとはじめてわかりました。（5年生）

これまでの公演での子どもたちの反応は・・・（寄せられた感想文から）

埼玉県所沢市緑町3-16-13    Tel&Fax04-2926-6369

NPO法人バリアフリー・アートの会  わーくぽけっと

アソシエーション

横浜西部ユニット：神奈川県内に26ある、
「参加型福祉」を推進するために生活クラブ
運動グループを中心に構成する地域の活動
単位の一つ。横浜市保土ヶ谷区、西区、旭
区、瀬谷区、中区、泉区の生活クラブと福
祉クラブの組合員、ワーカーズ・コレクティブ
などが集う。

リレーコ
ラム

市民福祉サポートセンター代表

衆議院議員　石毛鍈子

介護保険事業計画の策定に
市民参画を
　介護保険は保険者である市区町村が策
定する介護保険事業計画に基づいて、1
期3年間を単位に市区町村議会で65歳
以上第1号被保険者の保険料を決定して
運営されます。介護保険の財源構成は第
1号被保険者と、40歳以上64歳の第2
号被保険者が負担する保険料で50％、市
区町村、都道府県負担が各12.5％、国負
担が25％です。

自分の住む自治体で
保険料を決めます
　その第1号被保険者の保険料を決定す
る自治体議会が、平成24年（2012）2
月議会です。そこで決定された保険料がこ
の年4月から3年間の介護保険の運営を
支えることになります。
　保険者（市区町村）は議会への保険料
の提案に際して、その水準を定めるために
介護保険事業計画を策定するわけですが、
計画の策定は市民の介護ニーズ調査に基
づきます。

「参画」によって
“我が介護保険”に近づける
　国は現在、介護ニーズ調査の内容につ
いて指針を提起すべく作業を進めていま
す。その結果を待つのではなく、また、指針
は参考とすべきものですから、私はそれぞれ
の自治体でぜひ市民が調査内容の確定、
事業計画の策定に参画して、介護保険を
“我が介護保険”に近付けたいと考えます。
　早急に現行の介護保険事業計画を
チェックし、市民ニーズからの評価と求める
内容を明らかにする作業を開始すること、そ
して各自治体に設置される介護保険事業
計画の策定委員会に多数の市民参加を実
現していくことを訴えます。保険料負担を市
民が納得しうるための道筋でもあります。

多彩

ハンドベルの練習

春のティールーム

小野さんの居室

「赤ずきん」練習風景 練習風景「赤ずきんとお母さん」

ほっと館ダイニング





　　　　　息子が小さい頃、良く絵本の読み
聞かせをしていた。本屋さんに行っても図書館
に行ってもあまりに多くの本が並んでいて、あ
れもこれも欲張って読んで、私自身も楽しんで
いたものである。やがて絵本が大好きという人

たちの集まりに入れてもらい、子どもを通じて数
多くのサークルに参加して大勢の人と出会うこ
とができた。新しい年はどんな人と出会えるのだ
ろうか、楽しみだし大切にしたいと思っている。

（深川）

発　　　行 生活クラブ運動グループ福祉事業連合
発行責任者 代表・五十嵐 仁美
編集責任者 中出 美和子
発　行　所 横浜市港北区新横浜2-2-15 パレアナビル6Ｆ
 TEL 045（472）3795   FAX 045（472）3796
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オルタナティブで、ノーマラ
イゼーションを強め、生活
者・市民の手で「参加型福
祉」のある地域社会を推進
していくという造語。Al ternat ive       Norma l i zat i on

「オルノーマ」

生活クラブ運動グループ 福祉情報誌

「福祉相談Joネット」へ
福祉情報ネットワークセンター

横浜北生活クラブ生活協同組合
横浜みなみ生活クラブ生活協同組合
かわさき生活クラブ生活協同組合
湘南生活クラブ生活協同組合
さがみ生活クラブ生活協同組合

神奈川ネットワ－ク運動
ネットワ－ク横浜

生活クラブ運動グループ福祉事業連合の会員団体
会員団体（11団体） 準会員団体（2団体）
生活クラブ生活協同組合神奈川
福祉クラブ生活協同組合
神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会
社会福祉法人 いきいき福祉会
社会福祉法人 藤雪会
特定非営利活動法人 MOMO

福祉に関する疑問・悩みなどを
気軽に相談できる相談窓口

フリーダイヤル 0120-472-379（相談無料）
　　　　　　　（神奈川県限定）

第８回「参加型福祉ケアマネジメント研究大会」開催案内
　生活クラブ運動グループがすすめる「参加型福祉ケアマネジメント」は、
地域のニーズを掘り起し、個別・多様な自在性をもたせ、「生活をトータルに
支える」ことをめざしています。
　この30年近く自主的･主体的なたすけあいの関係を地域に広げること
を目的としてきた「参加型福祉」が、これからいかに生活を継続するための
選択肢をどれだけ多様に用意できるか、断片化して提供されるサービスを
つなぐしくみをつくることができるか、身近な自治体へ具体的な提案を示
すことができるのか、これからが「正念場」といえます。第8回「参加型福祉
ケアマネジメント研究大会」では、基調講演、参加型福祉研究会からの問題
提起を踏まえて、パネルディスカッションでの事例報告や意見交換を行い、
「参加型福祉が地域を丸ごと元気にする」ことをめざします。

2010年度第2回評議員会および
ローカルユニット活動共有フォーラムを開催！
　2010年11月16日（火）、新横浜スペース
オルタにて評議員67名の参加により2010年
度第2回評議員会が行われました。五十嵐仁美
代表より「これからの社会を変えていくには今
が非営利・協同セクターの正念場。私たちがやっ
ていることをもっと外に向けてアピールしてい
きたい。一緒につくっていきましょう」と挨拶が
あり、議事審議では上期事業活動報告・監査報
告と下期事業活動の重点が承認されました。
　評議員会終了後に「おもしろいぞ！ ローカル
ユニット！！ ～地域福祉市民計画を考える～」と
題してローカルユニット活動共有フォーラムを
行いました。
　五十嵐代表からローカルユニットが生まれた
経過とその目的・趣旨について説明があり、そ
の後3つのユニットからの報告がありました。逗

子・葉山からは、
地域福祉市民計
画をつくるための
市民ニーズ調査
や高齢者サロン
などの計画実行の様子、大和からは大和市初の
NPO法人運営の認可保育園を落札するに至る
ユニットの活動や地域とのつながり、伊勢原か
らは、ユニットの市民政策提案活動の中で、たと
え小さな成果でも価値ある一歩として評価する
姿勢を共有することができました。
　これらの報告を受け、最後に五十嵐代表から、
「地域福祉市民計画」策定について共通認識を
もち、計画づくりをすすめていこうという呼びか
けを行いました。

(中出美和子)

問合せ・参加申込先：生活クラブ運動グループ福祉事業連合事務局　TEL045-472-3795　FAX045-472-3796　　Eメール：comi-op@jigyorengo.org
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超少子高齢化時代の「住まい」を考える

住み慣れた家を離れても
自分らしく心豊かに
暮らし続ける

子育てや仕事が一段落したら、パートナーに先立たれたら、ひとりでは不安という時あなたはどこでどう暮らしたいですか？
生活様式が多様化・個別化しましたが、「よりよく生きる」ための選択肢は増えてきたのでしょうか？
今回紹介する「住まい」の形は、「自分が選びたい生き方・住まい方」を一人ひとりが発信し、
たくさんの人とつながって大きな輪にしてつくってきた、いわば市民の知恵と行動力をもとにつくった「住まい」です。
自らの選択肢が活きる一味もふた味も違った「生き方」ができるかも知れません。

COCO湘南台 NPO法人COCO湘南
〒252-0804藤沢市湘南台7-32-2

TEL0466-46-4976　FAX0466-42-5767

「自立と共生」の
グループリビング
　高齢社会まっただ中、依存型
でない「自立と共生」をいかに
準備するか、それを形にする住
まいを実現するために「バリアフリー高齢者住宅
研究会」が1996年に発足。研究会の中心メン
バーでCOCO湘南台に住む西條節子さん（82
歳）は「当初、金なく、土地なく、あったのは知恵
だけ」とふり返りました。利用しようとする人、建
築家、福祉や医療関係者、地域の人、興味のあ
る人、年代もいろいろな研究会メンバー 16名に
よる3年におよぶ研究会の議論や調査などから
グループリビングCOCO湘南台が生まれ、10人
の生活が1999年4月にスタートしました。
　COCO湘南台は小田急線湘南台の駅から徒歩
10分位の静かな住宅街の一角にあり、敷地面積

約300坪の中に2階建ての住居と広い庭、10
種類以上が育つ野菜畑もあります。その一角に
は野鳥のための手づくりの巣箱が置かれていま
した。

「第３の人生」を
尊厳をもって
「生きる」場として
　現在生活しているのは67
歳から86歳までの女性10名
です。1階、2階にトイレ、洗
面、ミニキッチンが設置された
ゆとりのある個室が全10室、

自分の時間を大切にする場です。2階には食堂と
ピアノのあるリビングがあり、木の温もり伝わっ
てくる天井の高い山小屋風の「ほっ」とする広い
空間です。COCO湘南台には規則はないのです
が、1日1回みんなが顔を合わせる夕食の「楽し
い時間」をとても大切にしています。また年2回
サロンコンサートを開催し、地域の人たちが毎回
70人くらい参加されるとのこと。月1回のミー

ティングでは
互いの困った
ことなどを出
し合うなど、運
営も参加型で
すすめられて
います。
　また、生活の手助けをしてくれるライフサポー
ターやボランティア、保健・医療・福祉機関との
ネットワークなど地域と社会にある資源との連携
を大切にしています。
　西條節子さんは、「ここは『終の住処』ではな
く、『第三の人生』を尊厳をもって生きる場。こう
いう住まいを増やすことこそが介護保険を節約
することにつながっていく」とグループリビングを
全国に増やすために全国セミナーも開催してい
ます。この住まいを設計した建築家でNPO法人
COCO湘南理事長の最上眞理子さんは、「建物
ありきではない、『こういう生活がしたい』という
息吹を地域に巻き起こすことが一番重要」と強調
しました。                                    （松本敏子）

入居分担金370万円（10年償却）
生活費月額13.7万円（家賃、昼・夕食費、共益費、家事契約費）

西條さんと最上さん

COCO湘南が運営する居場所
相談室みちしるべ

COCO湘南　前景

「参加型福祉が地域を丸ごと元気にする」
～ネットワーク型市民福祉モデルへのチャレンジ～
２０１1年２月１９日（土）１３：００～１７：００
ワークピア横浜　〒231-0023横浜市中区山下町24-1

＜第１部＞13：05～14：15

【基調講演】「地域を丸ごとケアするこぶし園のとりくみ」
小山　剛さん（高齢者総合ケアセンターこぶし園総合施設長・新潟県長岡市）
　多機能なサービス拠点を地域に分散させ、バリアフリー住宅も整備、遠くの
特別養護老人ホームの入居者を地域に呼び戻し始めている。地域包括ケアシ
ステムのイメージにもっとも近い取り組みとも言われている。

＜第２部＞14：25～17：00

【問題提起】参加型福祉研究会報告
　　　  ～ネットワーク型市民福祉モデルへのチャレンジ～
島田純子さん（福祉事業連合副代表・神奈川ワーカーズ・コレクティブ連合会理事長）

【パネルディスカッション】ネットワーク型市民福祉モデルづくりへ向けて
１．家事介護ワーカーズ・コレクティブから高齢者住宅、子育て支援拠点、多世代の居場所まで
　秋保清美さん（NPO法人ワーカーズ・コレクティブたすけあいぐっぴい）
２．市民とともに地域の課題解決にとりくみます！ 西東京市地域福祉コーディネーター
　丸木　敦さん（社会福祉法人西東京市社会福祉協議会地域福祉課課長）　
３．子ども・子育て支援の新たな段階へ～小さな保育園から多様な子育て支援へ～
　山田範子さん（NPO法人ワーカーズ・コレクティブパレット・横浜市）
４．街の中のみんなの拠点～それは“地域をつくる”みんなの思いからはじまった～
　毛塚香恵子さん（NPO法人ほっとコミュニティえどがわ）

コーディネーター：阿部充宏さん
（福祉事業連合副代表・（社福）いきいき福祉会ラポール藤沢施設長・
神奈川県介護支援専門員協会理事長）

コメンテーター：高室成幸さん
（ケアタウン総合研究所所長）

参加費　1,000円（資料代）

アルフォンス・デーケンさん（上智大学名誉教授）の
講演会を開催しました。
たすけあい講演会

「よく生き、よく笑い、よき死と出会う」
自分らしく「死」と出会うために、
どう「生きる」べきか…

ができました。
2010年10月発行
本編Ａ4版109ページ、ダイジェスト版Ａ４版12ページ
問合せ・申込みは福祉事業連合事務局へ
045－472-3795

参加型福祉研究会報告書
～ (仮称)ネットワーク型市民福祉モデル構想の提案～

「参加型福祉」をもう一歩すすめよう！

10月19日、スペースオルタに約
100人の方が集まりました。「死」
について考えることで、生きている
時間の尊さを意識し、「今という時
間を大切に精一杯生きること」を
考えるようになる・・・「死」という
重いテーマにも関わらず、デーケ
ンさんの示唆に富み、ユーモアあ
ふれる話に熱心に耳を傾けました。

第8回「参加型福祉ケアマネジメント研究大会」
実行委員長：五十嵐仁美（福祉事業連合代表）



福祉の相談は 福祉情報ネットワークセンター

相談種別 相談内訳 相 談 内 容

介護

住まい

在宅介護

子育て

法律

心理・精神

その他

＜最近の主なご相談内容＞

「福祉相談Joネット」へ
電話相談無料！！

地方に住む一人暮らしの親の今後の住まいについて
一人暮らしの親を呼び寄せたいが同居が出来ない
親が退院した後の住まいについて
生活クラブ運動グループ関連のグループホームに入居したい
特別養護老人ホームへの入居について
親が認知症かもしれないがどう対応したら良いか
介護保険サービスを教えてほしい
家事介護サービスを利用したい
配食サービスを紹介してほしい
ショートステイの利用について
子どもがいじめられているようだ
仕事が遅くなる時の幼稚園の迎えをしてくれるところの紹介
出張保育について
存命中の遺産相続
不動産管理
認知症の親の財産処分
対人関係に悩んでいる
子どもが学校になじめない
不安症の子供の対応
ヘルパー2級の資格を取得したい
福祉施設で働きたい
所有している土地を福祉に活用してほしい
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■受付時間は、月～金（平日）の9：00～18：00です。

フリーダイヤル 0120-472-379
                    （神奈川県限定）
「こんなこと相談してもいいのかしら？」と思ったら、まずはご相談
ください。（電話相談無料）

「福祉相談Joネット」は、組合員やその家族、市民などが福祉に関する
悩みや疑問について、気軽に相談できる相談窓口です。

■「心理・精神、子育て」に関する専門相談
専門相談員　櫻井 廣志 氏（特非）あいあい会（日本カウンセリング学会認定カウンセラー）
■「法律」に関する専門相談
専門相談員　北條 将人 氏　弁護士法人かながわパブリック法律事務所（弁護士）
●日 　 　 程：相談者のご都合をお聞きし、専門相談員と調整。
●時 　 　 間：10：00～17：00 相談時間45分（予約制）
●場 　 　 所：生活クラブ運動グループ福祉事業連合相談室（新横浜）
●自己負担額：3,000円
※予 約 方 法：Joネット（0120-472-379）までご相談ください。
※専門相談の相談料は、初回のみの料金です。継続を希望される場合は、各専門相談員の
　所属団体等にて対応しますが、相談料は全額自己負担となります。

専門相談のご案内

　学校へ行くか、行かないかと言うことにとらわれ
ていると、親子共に苦しくなります。
　お子さんの話をどのくらい聞けるかが鍵です。
大人は、ついお説教をしてしまいがちなのです。こ

ちらは話をせずに、お子さんの話をしっかり聞ける
ようになるには少し時間がかかります。
　自分のことを分かってくれる大人が居ることで、
子どもは元気になり外へも出て行くようになります。

「心理・精神、子育て」に関する専門相談

対人関係をよくするための新しい知識と技術を広める活動を行っています。
・定例学習会　・教師、看護師、ヘルパーなどを対象とした研修
・カウンセリング　・幼稚園、小・中学校、高等学校、養護学校、介護施設などでの講演

専門相談員　櫻井 廣志 氏　
特定非営利活動法人あいあい会
（日本カウンセリング学会認定カウンセラー、
産業カウンセラー、元県立養護学校教諭）

●相談ポリシー
　来談者のお話を伺い、その方の気持ちに寄り添った対
応をすることはもちろんですが、それだけでなく、明日からの
生活が明るいものになるように、相談後すぐに取り組める
何かをご一緒に考えます。
　人生は一つの道しかないと思うと苦しくなります。たくさん
の選択肢があることに気づくのが最初の手がかりでしょう。
自分の人生を自分でコントロールしましょう。
　カウンセリングは、人生を変える取り組みだと理解してい
ます。明るく笑いに満ちた人生を取り戻すお手伝いをした
いと考えています。

法律に関する専門相談

専門相談員　北條 将人 氏　
弁護士法人かながわパブリック法律事務所
弁護士　北條将人（横浜弁護士会所属）

心理・精神、子育てに関する専門相談事例Q&S
事例は、典型的なものを並べました。Sというのはアンサー、解答ではなく、考え方の例という意
味です。実際のカウンセリングでは、それぞれのお話をお聞きしながら一緒に考えて参ります。

特定非営利活動法人あいあい会とは

　ある日、７０歳代の女性Ａさんが相談に来られ
た。「私には独身で一人暮らしの妹Ｂがいるが、
最近様子がおかしい。しかも、高価なものを次々
買い込んでいるようだ」調べてみると同じ訪問販
売の業者（Ｃ社）から、数年前から頻繁に呉服
やら健康器具やら貴金属やらを買い込んでＤ信
販でクレジット契約を組まされていた。既に百万
円近い代金を支払っており、クレジット残額も数
百万円に上っていた。また、妹さんを医師に診断
してもらうとまだ６０歳代初めであったが若年性の
認知症になっており，簡単な受け答えはできたが
判断能力はほぼ失われていた。

●成年後見を開始し交渉
　私は、まずＡさんの申立代理人として家庭裁
判所に対してＢさんの成年後見開始申立をした。
その結果、私が家庭裁判所からＡさんがＢさんの
成年後見人に選任された。その上で、Ａさんの依
頼を受けて、Ｂさんの物品購入を解決すべく交渉
を行った。まず、Ｃ社に対して、ＢさんがＣ社から購
入した物品の売買契約は意思能力を欠いた状
態で行われたので無効であることを主張し、また
Ｄ信販に対してＢＤ間のクレジット契約も意思無
能力により無効であり、既に支払った代金は返
金すべきこと、またクレジット残金も支払う義務の
ないことを主張した。この交渉の中ではＣ社は契
約時にはＢさんに判断能力があったと主張し，Ｂさ
んがいつから認知症になり判断能力がなくなった

のかが争いとなったが、交渉の結果、残額につ
いては支払い義務を免れ、支払ったお金も大部
分が戻ってきた。購入物品はほぼ全て未使用の
まま自宅にあったので，全てＣ社に引き取らせた。

●さらなる消費者保護施策を
　このような事例は消費者被害の最たるもので
あるが、このように高齢者や判断能力が衰えた
方 を々狙った被害が未だに後を絶たない。この事
例は数年前のものであるが，平成２０年の特定
商取引法の改正により，このような過剰な販売
の例では消費者に対して解除権が付与され，ま
た同年の割賦販売法の改正によりクレジット業
者に対して過剰与信の禁止，また加盟店調査義
務等が定められた。ただ，この事例のように、そも
そも本人の判断能力が失われていれば，迅速に
消費者被害に対する適切な法的措置をとること
が難しい場面がある。消費者保護の施策をさらに
推し進める必要がある。
　また、この事例のように成年後見人ですら高
齢者である場合も少なくない。この事例において
も，Ａさん自身も独身だったが，いつまでＢさんの
面倒を見られるのか不安に感じていた。認知症
になった９０歳代の母親について７０歳代の息子
が成年後見人となり財産管理と介護を行ってい
るという例もあった。このような高齢者・障害者を
抱えた親族の負担は非常に重い。この負担を軽
減する方策が必要とされていると感じている。

Q１：学校へ行かなくなった、小学生

　介護は、身体的にも、精神的にも重労働で
す。少なくとも“自分一人が頑張らなければ”とい
う考えは改めましょう。家族の協力は得られていま
すか。大変さを分かってくれる人がいるだけで違い
ますね。もちろん、ヘルパーさんや施設を上手に
利用することも相談します。

　ヘルパーさんは、あなたの替わりにはなりませ
ん。あなたのできないことをしてくれるのです。一
番大きな事は“あなたを休ませてくれること”でしょ
う。あなたにしかできないこと、人に頼めることを
分けましょう。あなたが休むことは、良い介護をす
る上で必要なことなのです。

Q２：親の介護をしているが、つい怒鳴ってしまう私

　実は、私は養護学校の教員を長くしてきました。
初めにお話しすることは、親である自分を責める
のを止めてもらうことです。責任を考えても、お子
さんは育ちません。
　具体的に困ることは何か、考えましょう。必ず、

解決方法はあります。
　他の家族の方達はどうでしょうか。ご家族の和
が一番大切です。安定した家族の中で、子ども
は安定して育ちます。しょうがいが有っても、無く
ても原則は同じです。

Q３：障害を持つ子どもを育てています

ある相談事例から

　「法律相談」と聞くと、何やら生 し々くかなり込み入ってい
て、自分にはあまり関係ない、というような印象をまだ受ける
方がまだ多いかと思います。また「法律相談」を受けるという
ことは、いよいよここまで来たか、というように最後の手段の
ように感じる方も少なくありません。しかし、私たちの生活に
は全て法律が関わっていると言っても過言ではありません。
法律を上手に使うことで、逆に問題が複雑にならなくてすん
だということもあるようです。今はトラブルになっていなくても、
将来トラブルにならないように、今から準備しておこうというこ
とも大事だと思います。
　今回は、法律相談を担当して下さっている北條将人弁護
士からある事例を紹介していただきました。法律という目を通
して見えてきた問題を考えてみましょう。

※事例の内容については、守秘義務、個人情報保護の観点から、
　実際に起こった事件の内容を一部変更しています。
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2010年度
たすけあい未来ファンド 第1期助成事業報告
申請団体：13団体　申請総額：1,370,127円　　助成団体：12団体　助成総額：1,065,330円
申請団体名 団体種別 活動地域 活動分類 申請内容 申請金額 助成金額
（特非）ワーカーズ・コレクティブみつばち W．Co 鎌倉市 子育て 事業拡大のための広報活動費用パンフレット印刷代（1万部） 130,000円 65,000円
南まちづくりユニット ユニット 横浜市南区 ユニット マップ作製費用の一部、健康講座開催費用の一部 115,000円 77,000円
プレイパークをつくる会@西湘 市民団体 神奈川県西湘地区 子育て 学習会の交通費の一部 220,500円 157,500円
クローバーの会 市民団体 川崎市 出産環境 お母さんがお産を考える「かわさきお産勉強会」開催費用の一部 210,000円 210,000円
特定非営利活動法人WE21ジャパンひらつか 市民団体 平塚市 環境 活動を推進するとともに、市民への教育・共育を図るためのプロジェクター購入費用の一部 149,980円 100,000円
ワーカーズ・コレクティブぷらねっと W.Co 茅ヶ崎市 子育て 子どもたちの体力作りのための遊具の購入・設置費用の一部 115,500円 115,500円
ワーカーズ・コレクティブくれよん W.Co 厚木市飯山 子育て 児童募集のための看板、車両マグネットステッカー購入費用の一部 31,750円 31,750円
ワーカーズ・コレクティブ「ポケット」 W.Co 海老名市 子育て 学童保育のための備品購入費用の一部 80,000円 80,000円
NPO法人子ども未来じゅく　ワーカーズ・コレクティブなないろのたね W.Co 厚木市 子育て 学童教室に新たな多目的スペースの開設に伴う設備費用の一部 41,580円 41,580円
ミニデイひだまり その他 宮前平デポー周辺 高齢者 玄関手すり取りつけ費用 32,000円 32,000円
（特非）たま・あさお精神保健福祉をすすめる会川崎きた作業所 市民団体 多摩区登戸地区 障がい者 看板設置費用の一部 125,000円 125,000円
若葉会 市民団体 麻生台団地 高齢者 紙芝居購入費用の一部 30,000円 30,000円

講
　
評

　9月6日の選考委員会では第1期助成事
業に申請した13団体の審査を行いました。
　選考委員は各自、申請書と資料をもとに
書類による審査を行ない個人見解を持ち寄
って選考委員会に臨みました。申請理由や
推薦コメントを読むと、どの団体にも申請金

額通りに助成しても良いと思ってしまいます
が、そこは選考委員として中立な立場で公
平な判断が求められます。見解が分かれる
ものについては討議の時間を充分にとり、
その団体の事業内容や申請している事業
について活発な意見交換を行ない、助成

の可否及び助成金額を決定しました。
　意思ある組合員一人ひとりの100円の生
活クラブ福祉たすけあい基金が、たすけあい
未来ファンドとなり豊かな地域福祉のために
有効に使われていく。今回、選考委員とな
り、そのうちの一つの過程に携わったことで、

自分の住んでいる地域に目を向け、課題を
解決し安心して住み続けられる地域に、その
ために生活クラブ福祉たすけあい基金が大
きな役割を担っていることを実感しました。

2010年度
たすけあい未来ファンド
第1期助成団体より
（特活）ＷＥ２１ジャパンひらつか 田平尚代

クローバーの会 池田多英子

　2010年度たすけあい未来フ
ァンドより助成いただきありがとう
ございます。
　私たちは、市民からの寄附品を
基に平塚市内で2ヶ所のリユー
ス・リサイクルショップ「ＷＥショッ
プ」を運営しています。ＷＥショッ
プは、ボランティアによって支えら
れ、収益は主にアジアの女性たち
の自立支援、地域開発に役立てて
います。一方的な援助ではなく、
女性たちと連携し、共に学び、分
かち合いながら公正で平和な社
会をつくることを目指しています。
また、多文化共生を進める拠点
「みんな ｄｅ Ｃａｆé」の運営も活動
の1つです。
　支援に関する講座や市内の中
高生を対象にしたユースボランテ

ィアへの環境教育も行なっていま
す。子どもたちに今ある環境を残
していくことは、親世代である私
たちの役目です。先進国に住む
私たちの大量消費、廃棄が環境
破壊や世界の貧困の一因となっ
ていることを憂慮し、消費生活を
考え直さなくてはならない時期に
来ています。資源の有効活用、再
資源化を進めていくためには、市
民にその必要性を伝えることが重
要です。
　助成金でプロジェクターを購入
し活用していくことで、資源循環
型社会を更に進めていきたいと考
えています。次世代に残せる環境
をつくるために、今後も生活クラ
ブ運動グループの皆さんと連携し
ていきます。

　厚木市の中心街から車で15分ほどの郊
外で小規模の認可外保育施設を運営する
私たちワーカーズ・コレクティブくれよんが
すぐ近くの住宅地で学童保育施設の拠点を
持つ運びになったのは、今年3月のことで
した。4月の新年度開所には間に合わなか
ったものの、関係各所の連携とご厚意のお
かげで、6月に無事学童ルームを持つこと
ができました。その連携の一つが今回助成
していただいた「たすけあい未来ファンド」
です。
　我が団体としては2度目の助成ですが、
車両ステッカーと看板を購入させていただ
き、日々地域へアピールしています。送迎
車両に貼られたステッカーはこの上ない宣
伝効果を上げています。初年度の今年は学

童ルームとしてはまだ利用も少ないのです
が、一方で施設を地域に開放するオープン
デーや生活クラブコモンズの調理会を行い
地域の方に喜んでもらえました。今後も地
域の拠点としても役立て、「あってよかっ
た！」といわれる保育室でありたいです。

　私達は、「いのちを大切にする」お産がで
きるよう、地域環境を改善しようとして川崎
で活動している現役お母さん達のグループ
です。私達が住む地域は、お産環境が満足
なものではなく、各所で綻びが出始めてい
て、もはや当事者が積極的に関わらなけれ
ばこの状況は変わらないと考えています。
行政区分上だと「川崎」という地域になり
ますが、ここはお産場所の数が全国の人口
対割合の平均を大きく下回っていたり、妊

婦搬送にかかる時間がワースト１なのです。
ともかく「川崎を変えたい」、この思いは、
6,000の署名にも表れました。そこで私達
は、それまで行っていた「勉強会」を広げ
ることにしました。立場・世代を超えてより
多くの方々と問題を共有したい、それが解
決につながる、と考えたのです。今回たす
けあい未来ファンド助成金でご支援頂き、
大変感謝しております。これまで行ってい
た勉強会は手弁当だったため、規模も小さ
く内容にも限界がありました。ところが、よ
り多くの参加者を招くことができるようにな
り、また資料を充実させる事ができるよう
になりました。私たちの最終的な目標は、
“日本一産みやすい街・川崎”の実現です。
どうか、応援をお願い致します。

ワーカーズ・コレクティブくれよん 高澤佐江子

2010年度たすけあい未来ファンド
選考委員長：大学 文美

カフェでの支援報告会の様子
（他団体のプロジェクターを活用）
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